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【国土交通省】 

平成 25 年を「社会資本メンテナンス元年」と位置付け 

「インフラ長寿命化計画（基本計画）」決定 

平成 26 年「橋の近接目視点検」開始 

平成 30 年「橋の近接目視点検」1 巡目完了 

【山都町】 

平成 23 年「山都町橋梁長寿命化修繕計画」策定 

【山都町】 

令和 8 年「山都町橋梁長寿命化修繕計画」改定 

【国土交通省】 

平成 26 年「国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」決定 

1.1 長寿命化修繕計画の策定経緯                              

高度経済成長を機に全国的に道路インフラ整備が進められる中、多くの橋が建設されました。市町村

でも 1960～1980 年代に架設された橋が大きな割合を占めていることから、国は、高度成長期以降に整

備した社会資本の老朽化対策に取り組むため、平成 25年を「社会資本メンテナンス元年」と位置付け

ました。その後、平成 26年には、道路法において構造物全てに 5年に１回の近接目視を基本とする法

定点検を規定し、定期点検要領を策定することで、“点検から修繕へ”と、メンテナンスサイクルを循

環させるための取組を行っています。平成 26 年に始まった橋の近接目視点検は、平成 30年の定期点検

をもって一巡目が完了しました。 

一方で、令和元年 8月に発表された「平成 30 年度点検結果とりまとめ 1)」によれば、地方公共団体の

管理する橋の修繕実施状況は、健全性の診断区分Ⅲまたは、Ⅳと診断された橋について“事後保全型”

の修繕に 20%着手し、健全性の診断区分Ⅱと診断された橋について“予防保全型”の修繕はわずか 2%の

着手にとどまっています。修繕が進まない要因として、修繕事業に財源を確保することが難しいこと

や、多数ある補修対象橋の優先順位が分からないことが考えらます。 

以上の背景を踏まえて、山都町では、“安全・安心かつ持続可能な道路交通網”の構築を目的に、橋

梁のメンテナンスサイクルを循環させるべく、平成 23年に策定された「橋梁長寿命化修繕計画」の改

定（以下、「本計画」とする）を行います。
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1.2 関連法令および政策                                

 本計画で参考とする政策資料や関連法令を以下に示します。 

【国土交通省インフラ長寿命化基本計画(H25.11.29)/インフラ長寿命化計画(行動計画)(H26.05.21)】 

各インフラの管理者が策定する個別施設計画を核としたメンテナンスサイクルの実施を推進 

 

 

 

【道路法施行規則公布(H26.03.31)/道路橋定期点検要領(H26.06／H31.02 改定)】 

 道路法の一部改正にともない、近接目視点検による５年に１回の点検の実施が法定化されました。ま

た、道路橋定期点検要領の策定により、健全性について４段階に区分することが規定されました。 

 

国土交通省 HP より抜粋・引用 
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1.3 山都町の沿革                                 

1.3.1 山都町の概況                                       

 平成 17 年 2 月に、上益城郡矢部町、同郡清和村および阿蘇郡蘇陽町による町村合併が行われ、「山都

町」が誕生しました。同時期には、住民における自治組織である「自治振興区 28 団体」が設立し、行

政が主体として地域振興を行うのと併せて、住民が自立した組織として地域社会生活の運営と課題の解

決、および地域活動の維持に取り組んでいます。 

 また、町には、通潤橋や清和文楽を代表とする歴史や文化を継承する有形・無形文化財のほか、豊か

な自然環境がおりなす景観美や、それを生かした娯楽施設などが豊富にあります。 

1.3.2 地勢                                           

山都町は、東西 33ｋｍ、南北 27ｋｍ、面積は 544.67ｋｍ2に及ぶ町域を有しており、熊本県内で 3 番

目の面積を誇っています。北部は阿蘇南外輪山、南部は九州山地の山々が連なり、これらを水源とする

緑川、五ヶ瀬川の２つの主要河川が東西に流れ、標高は 200ｍ～1700ｍの起伏に富んだ地形であり、そ

のうち 300ｍ～900ｍが居住域となっています。 
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1.4 道路概況                                   

山都町の交通運輸事情は山間地域のためあまり恵まれず、交通機関及び諸物資の輸送は、すべて自動車

に依存しており、バス・貨物自動車が主体です。 

町の交通運輸を担う基幹路線は、山都町と熊本市を最短距離で結ぶ国道 445 号、高森峠を越え阿蘇市

につながる国道 265 号、宮崎県延岡市に通じる国道 218 号のほか、主要県道である県道 39 号（矢部阿蘇

公園線）、県道 57 号（益城矢部線）があり、人口密集地や公共施設・学校施設・福祉施設等についても上

記路線周辺に広く分布しています。 

 

▲山都町全体位置図（NO-SCALE） 

国道 

県道 
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1.4.1 山都町における町道の役割                                 

（1）バス路線 

国道沿線以外の集落を結ぶ主要な町道は国・県道と接続しており、バス路線にもなっています。さら

に、地域に交通空白を無くすべく運行しているコミュニティバス路線は町道の多方に分布しており、高

齢者や学生など交通弱者の交通手段となっています。 

（2）観光路線 

山都町には、歴史・文化を継承する観光施設や、広大で自然豊かな地形を生かした景観美を楽しむ施

設や、レジャー施設が多くある。その中で、キャンプ場や天文台、山間地の峡谷は、国・県道から離れ

た町の郊外にあるものが多く、観光地においては町道が主要路線となる場合も見られます。 

（3）雪氷対策道路 

山都町の標高は最大 1700m にもおよぶことから、冬季には豪雪を見る場合もあります。 

そのため、国・県道間をつなぐ町道を、雪氷対策道路と位置付けており、米生滝下線や、千滝鮎の瀬

線、白小野鶴越線などの一級町道や、二級町道である、金地大多良線、横野木原谷線は、防災対策の一

端を担っています。 



 

第 2 章 長寿命化修繕計画 
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2.1 橋の現状と課題                                

2.1.1 現状                                           

山都町の管理する橋は、橋長 15m 未満の比較的規模の小さなものから、橋長 100m を超える長大橋が

混在し、橋梁形式は、コンクリート橋のほか、鋼橋、石橋、斜張橋、吊り橋と多種多様です。 

また、橋の架橋環境は、山間部から市街地と幅広く利用状況も様々であり、橋の桁下環境は、河川に

加え高速自動車道や、一般国道などがあります。 

   
▲跨道橋【上畑跨道橋】 ▲特殊橋【鮎の瀬大橋】 ▲長大橋【白藤橋】 

   
▲吊橋【津留吊橋】 ▲石橋【金内橋】 ▲コンクリート橋【カリソコ橋】 

  
 

▲鋼橋【天神橋 1】 ▲ボックスカルバート【無名橋 03】  
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2.1.2 問題点と課題                                          

 山都町では、H30 年に近接目視による 1 巡目の橋梁定期点検が完了しました。橋の老朽化による耐久

性の低下や、耐荷力不足が懸念される架け替えや修繕が必要な橋は、全体の約 20％にのぼります。 

町の中心部では、架け替えや修繕された橋がある一方で、郊外地域では橋の老朽化が進んでいます。

町の中心部の橋が健全であることは必要ですが、郊外地域で代替路線が無い場合では、同じ一つの橋で

も重要度に違いが出てしまいます。 

修繕が完了していない橋で安全性が危ぶまれる場合は、「荷重制限」や「通行止め」等の措置が必要

となり、代替路線が無い、もしくは代替路線まで遠い場合は通行規制等により住民の方々の生活基盤に

大きく影響を与える場合があります。 

橋の管理における問題点は、修繕事業に財源を確保することが難しいことや、多数ある修繕対象橋の

優先順位が分からないことによりメンテナンスサイクルが循環しないことです。 

課題は、修繕が必要な橋に対し、「修繕の緊急性」と「橋の担う役割」を総合的に評価した上で優先

順位をつけ、修繕事業の推進を図りメンテナンスサイクルを循環させることです。 
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2.2 計画理念と基本方針                              

2.2.1 計画理念                                         

本計画の計画理念は以下とします。 

 

2.2.2 基本方針                                         

(1)地域住民の心地よい交通生活の実現 

 山都町の道路概況を踏まえ、地域住民の生活基盤を支える自動車やバス路線および通学路のネットワ

ークに支障をきたさないことを基本とします。 

(2)観光への配慮 

 山都町には、歴史や文化を継承する場所や、豊富な自然を利用したアウトドア施設など多くの観光地

が存在しており、町を挙げて観光振興に努めているため、観光地へのアクセスを満足させることを基本

とします。 

(3)地域防災計画との連動 

 山都町地域防災計画に基づき、地震や土砂災害発生時等の指定避難所や指定緊急避難所へのアクセス

に支障をきたさないことを基本とします。 

(4)地域との連携 

 28 の自治振興区と町が連携を取り、町の交通網を維持するための活動を促進し快適な交通生活の実現

を目指します。 

 

「安全・安心かつ持続可能な道路交通網の構築」 
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2.3 適用範

囲                                                                                    

本計画では山都町の管理する全 345 橋を対象とする。対象橋梁の分布図を以下に示す。 

対象橋梁
凡　例凡　例

県　　道
国　　道

町　　道
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橋の分類 

2.4 計画概要                                   

 安全で安心な道路交通網の構築を行うためには、メンテナンスサイクルを循環させ、橋を適切に維

持・管理することが重要です。 

そのためには、効率的で効果的な計画を策定し、一橋でも多くの橋を修繕することが必要です。 

そこで、本計画では、「橋梁トリアージ」を行うものとします。トリアージとは、医療の現場で使わ

れる「手当の緊急度に従って優先順位をつけること」です。ここでは、“橋の利用状況から、その橋に

求められる性能（以下、「要求性能」とする）”と、“橋の耐久・耐荷性能”の両方についてトリアージ

を行い、その上で、橋の現段階の評価値を決定し長寿命化修繕計画を策定します。 

また、橋には、構造特性や規模、利用状況、架橋環境などにより求められる性能に違いがあると考えら

れるため、本計画においてトリアージを行う際は、橋が周囲に与える影響度を考慮した分類を設けます。 

 

▲図 3-1.計画策定実施フロー 

橋の分類 

評価によるトリアージ 

橋梁長寿命化修繕計画の策定 

耐久・耐荷性能評価 要求性能評価 

ステップ 1 

ステップ 2 

ステップ 3 

ステップ 2-1 ステップ 2-2 
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2.5 橋の分類                                   

 本計画においては、以下の通り橋を大きく 2 つに分類します。 

【分類 1：跨道橋】 一里木陸橋、加勢群陸橋、上畑跨道橋、浜見橋、片平跨道橋、小鶴橋 2、 

 片平跨道橋、原中畑跨道橋、幸福跨道橋、第一城平跨道橋、滝下跨道橋、 

第一跨道橋、皿木第二跨道橋、上多良原跨道橋 

【分類 2：一般橋】 カリソコ橋 他 330 橋 

なお、橋の区分は、周囲に与える影響度が高いと考えられるものから【分類 1】とします。 
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2.6 要求性能評価                                   

 要求性能の評価項目は、前章で記載した基本方針に基づき定めます。 

▼表.2-1 聴取内容 

区分 優先度の判断基準 左記の判断基準に該当しないもの 

15m 以上 

・架け替えに相当額の費用負担が生じること、また、迂

回路が無い場合、地域への影響が大きいことを考慮し、

優先度は、基本的に「中」以上とする。 

・優先度の選定においては、交通量やバス路線、通学路

などの利用状況を確認し、判断する。 

・迂回路が近隣にある場合や居住区が無いなど、一部の

利用者に限られるものについては、上記によらず総合的

に評価し、優先度を判断する。 

・跨道橋：「大」（高速自動車道や国道上を跨ぐもの） 

・豪雪時に迂回路として定めてある橋：「大」 

・防災施設等に通じる橋：「大」 

・公共施設へ通じる橋：「中～大」（迂回路が無い場合） 

・観光施設へ通じる橋：「大」（迂回路が無い場合） 

・迂回路はないが、極端に橋の利用が少なく、全面通行

止めとなっても交通利便性に影響がない場合：「小」 

・近隣に迂回路がある場合：「小」 

・橋の先に居住区が無い場合：「小」 

・橋の先に居住区は無いが、農地等が複数あり、現在も

耕作が行われている場合：「中」 

・迂回路はあるが、当該路線の生活需要が高く、全面通

行止めになった場合 2.5 ㎞以上の迂回が必要と判断され

る場合：「大」 

・橋長が 5m 以内、または、破損が生じても直ぐに仮橋等

の対応が可能となるもの：「小」 

15m 未満 

・優先度は、基本的に「小」～「大」とする。優先度の選

定においては、交通量やバス路線、通学路などの利用状

況、修繕や架け替えを行う際の影響度総合的に評価し、

優先度を判断する。 

ボックス 

カルバート 

・橋長が短く、仮設橋での応急対応が可能な場合が多い

ことから、優先度は、基本的に「小」～「中」とする。 

優先度の選定においては、交通量やバス路線、通学路な

どの利用状況、修繕や架け替えを行う際の影響度総合的

に評価し、優先度を判断する。 

・ただし、交通量の多い路線において、全面通行止め等

の期間が発生することで利用者の生活に大きな影響を及

ぼす場合は、上記によらず総合的に評価し、優先度を判

断する。 

要求性能の評価項目を以下と定めます。 

▼表.2-2 評価項目一覧 

バス路線 通学路（徒歩） 豪雪時迂回路 

防災施設等 観光路線 橋長 15m 以上 

隣接施設有り（家屋等） 迂回路無し(2.5km 以上) 農地 

橋長 5m 以下 迂回路有り(2.5km 以内) 居住区無し 
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（1）項目の定義 

項目の定義を以下のように設定します。 

 

 

 

 

【第 1 優先】 

〇バス路線・・・貸与資料［橋梁一覧］より 

〇通学路・・・貸与資料［橋梁一覧］より 

〇豪雪時迂回路・・・貸与資料［山都町内雪氷対策イメージ図］より 

〇防災施設等・・・貸与資料［山都町 暮らしの便利帳 P.54,55］より 

〇観光路線・・・山都町の公式サイト［観光ナビ］にて紹介されている 24 ケ所とする 

【第 2 優先】 

〇橋長・・・15.0m 以上を規模の大きい橋とする。 

〇隣接家屋・・・架替になった場合の影響範囲を橋の前後 5.0m と考え、5.0m 以内に家屋等がある

場合は支障物と判断する。 

なお、河川構造物等に関しては、利水・治水に関わる場合のみ支障物と判断する。 

（本検討では該当なし） 

【第 3 優先】 

〇迂回路なし・・・迂回路が無い、または、距離 2.5km 以上、迂回時間 5 分以上（時速 30 ㌔）の場

合とする。 

〇農地・・・周辺に集落があり、かつ、田畑地が複数ある場合とする。 

【低減要素】 

〇橋長・・・5.0m 以内を規模の小さい橋とする。また、BOX カルバートは小規模橋とする。 

（本検討では、対象が全て 5.0m 以内であるため橋長 5.0m 以内に集約する） 

〇迂回路あり・・・利用者の生活基盤への影響を踏まえ、距離 2.5km 以内、迂回時間 5 分以内 

（時速 30 ㌔）の場合とする。 

〇居住区なし・・・橋梁の先に家屋や施設等がない場合とする。 
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（2）項目の優先順位 

 項目の優先順位は、基本方針や山都町の行動計画と照らし合わせた上で以下の通り決定します。 

加 

点 

要 

素 

第
１
位 

   

▲1.バス路線 ▲2.通学路 ▲3.観光施設 

  

 

▲4.防災施設等 ▲5.豪雪時迂回路（雪氷対策道路） 

第
２
位 

  

 

▲6.橋長 15m 以上 ▲7.隣接家屋 

第
３
位 

  

 

▲8.迂回路なし（迂回距離 2.5 ㎞以上） ▲9.農地 

低
減
要
素 

  

 

▲10.橋長 5m 以下（ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ） ▲11.迂回路あり（迂回距離 2.5 ㎞以内） ▲12.居住区なし 
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要求性能評価結果一覧                                      

【分類 1：跨道橋】優先度は全て「大」。路下の条件が同じ橋は、項目評価により順位付けを行います。 

 

 

【分類 2：一般橋】優先度順に「大」、「中」、「小」とします。 

バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m

以上

隣接

家屋

又は

施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

1 滝下大橋 町道滝下内の口線 大 ● ● ● ● ● ● ●

2 鮎の瀬大橋 町道滝下内の口線 大 ● ● ● ● ● ●

2 白藤橋 町道千滝鮎の瀬線 大 ● ● ● ● ● ●

2 赤木橋 町道米生滝下線 大 ● ● ● ● ● ●

3 荒谷橋 町道滝下内の口線 大 ● ● ● ● ●

3 沢津3号橋 町道米生滝下線 大 ● ● ● ● ●

4 白小野橋1 町道白小野鶴越線 大 ● ● ● ● ● ● ●

4 柳橋 町道長谷埋立線 大 ● ● ● ● ● ●

5 横野橋 町道横野木原谷線 大 ● ● ● ● ●

5 本山橋 町道横野木原谷線 大 ● ● ● ● ●

5 木原谷大橋 町道横野木原谷線 大 ● ● ● ● ●

5 新仁田尾大橋 町道大川大矢線 大 ● ● ● ● ●

5 柏橋 町道花寺線 大 ● ● ● ● ●

6 井川尻橋 町道須の子赤木線 大 ● ● ● ●

6 栗藤橋 町道須の子赤木線 大 ● ● ● ●

6 西御所橋 町道西谷線 大 ● ● ● ●

6 萱野橋 町道萱野線 大 ● ● ● ●

6 古米橋 町道長谷埋立線 大 ● ● ● ●

7 福瀬橋 町道瀬戸福良線 大 ● ● ● ● ●

8 日名田橋 町道上川井野日名田線 大 ● ● ● ●

8 椛の木橋 町道水の田尾布勢線 大 ● ● ● ●

8 瀬峰橋2 町道藤木猿渡線 大 ● ● ● ●

9 勢井橋 町道藤木猿渡線 大 ● ● ● ●

10 中村橋 町道宿ノ谷春山線 大 ● ● ●

10 天神橋2 町道天神橋線 大 ● ● ●

10 円明寺橋 町道川口高千穂野線 大 ● ● ●

低減要素

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素

高速道路 一般国道 バス 通学路 観光路線
豪雪時の
迂回路

防災施設
等

橋長15m
以上

隣接家屋
又は施設

迂回路
なし

農耕地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路
あり

1 小鶴橋2 町道小鶴釜出線 大 ●
1 原中畑跨道橋 町道陣之尾線 大 ● ●
1 幸福跨道橋 町道寺川大野2号線 大 ● ●
1 第一城平跨道橋 町道浜町下名連石線 大 ● ●
1 滝下跨道橋 町道杉木呼原線 大 ● ●
1 皿木第一跨道橋 町道水の田尾栃ノ木線 大 ● ●
1 皿木第二跨道橋 町道皿木第二跨道橋線 大 ● ●
1 上多良原跨道橋 町道上多良原跨道橋線 大 ● ●
2 浜見橋 町道老人ホーム通り線 大 ● ● ● ● ●
3 加勢群陸橋 町道志賀来見線 大 ● ● ● ● ● ○ ○
4 一里木陸橋 町道牧の口線 大 ● ● ○ ○
4 上畑跨道橋 町道上畑線 大 ● ● ○ ○
4 片平跨道橋 町道上犬の馬場本坪線 大 ● ● ○ ○

路下 加点要素 低減要素

優先
順位

道路橋名 路線名
橋梁

優先度
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m

以上

隣接

家屋

又は

施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

10 黒川橋 町道川内小川線 大 ● ● ●

10 神ノ前橋 町道仮屋神ノ前線 大 ● ● ●

10 花上滝下1号橋 町道今滝下花上滝下線 大 ● ● ●

10 岩下橋3 町道宿ノ谷春山線 大 ● ● ●

10 沢田橋 町道今滝下花上滝下線 大 ● ● ●

10 梅ノ木橋 町道下塩出大迫線 大 ● ● ●

10 米の鶴橋 町道安方組崎線 大 ● ● ●

10 宿ノ谷橋 町道長谷花立線 大 ● ● ●

10 杉の宇土橋 町道下山論地線 大 ● ● ●

10 谷下橋 町道藤木猿渡線 大 ● ● ●

11 須ノ子4号橋 町道米生滝下線 大 ● ● ● ● ● ○

11 沢津1号橋 町道米生滝下線 大 ● ● ● ● ● ○

12 布田新橋 町道浜町下名連石線 大 ● ● ● ● ○

12 小笹橋 町道小笹稲生原線 大 ● ● ● ● ○

12 白木谷橋 町道金内白木谷線 大 ● ● ● ● ○

12 無名橋15 町道西谷線 大 ● ● ● ○

12 九電橋 町道今滝下花上滝下線 大 ● ● ● ○

13 宗旨ケ鶴橋 町道二瀬本高辻線 大 ● ● ● ● ○

13 尾洩橋 町道大迫米山線 大 ● ● ● ○

13 一ノ瀬橋 町道二瀬本花上線 大 ● ● ● ○

13 下鶴橋1 町道川内小川線 大 ● ● ● ○

14 竹の下橋 町道今馬見原線 大 ● ● ● ○ ○

15 第三千滝橋 町道千滝鮎の瀬線 大 ● ● ● ● ● ○

15 第二千滝橋 町道千滝鮎の瀬線 大 ● ● ● ● ● ○

16 明神橋 町道明神橋通り線 大 ● ● ● ○

17 清和橋 町道米生栃原線 大 ● ● ● ● ○

17 鶴底橋 町道大川大矢線 大 ● ● ● ● ○

17 柳井原大橋 町道文字ヶ崎安方線 大 ● ● ● ● ○

18 畑橋 町道下市畑線 大 ● ● ● ● ○

19 下鶴橋3 町道村営グラウンド線 大 ● ● ● ○

19 二瀬本橋 町道二瀬本長谷線 大 ● ● ● ○

19 山中大橋 町道長谷下鶴線 大 ● ● ● ○

19 毘沙門天橋 町道上鶴線 大 ● ● ● ○

19 申和橋 町道柚木砥用線 大 ● ● ● ○

20 上菅橋 町道上菅線 大 ● ● ○

20 栃原橋 町道栃原猪尾線 大 ● ● ○

20 妙見橋 町道宿ノ谷春山線 大 ● ● ○

21 無名橋01 町道入佐城平線 大 ● ● ●

22 無名橋04 町道大野城平線 大 ● ● ●

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素 低減要素
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m

以上

隣接

家屋

又は

施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

23 加勢群橋 町道加勢群線 大 ● ● ○ ○

24 小鶴橋1 町道長谷花立線 大 ● ● ● ○ ○

24 河鶴橋 町道小峰河鶴線 大 ● ● ● ○ ○

25 みのり橋 町道仮屋米生線 大 ● ● ● ● ○

26 明申橋 町道牧野上司尾線 大 ● ● ○

27 青葉瀬橋 町道小峰目射線 大 ● ● ●

27 板井後橋 町道小峰目射線 大 ● ● ●

28 山出橋 町道川内小川線 大 ● ●

28 千滝橋 町道千滝染野線 大 ● ● ○

29 崩谷橋 町道金地大多良線 大 ● ● ●

30 下前田橋2 町道白小野線 大 ● ● ● ●

30 橋詰橋 町道白小野橋詰線 大 ● ● ● ●

30 白小野橋2 町道白小野勢井線 大 ● ● ● ●

31 ひきじ橋 町道塩原仏原線 大 ● ● ●

32 金内橋 町道金内線 大 ● ● ○

33 釜蓋橋 町道井無田堤防線 大 ● ○ ○

34 津留吊り橋 町道内大臣区吊り橋線 大 ● ● ○

35 下前田橋1 町道上寺下前田線 中 ● ● ●

35 ふれあい橋 町道上寺線 中 ● ● ●

36 下後迫橋 町道後迫下線 中 ● ● ●

36 桐原橋 町道桐原線 中 ● ● ●

36 上川井野南橋 町道上川井野南線 中 ● ● ●

36 吹の戸橋 町道成君吹の戸線 中 ● ● ●

36 谷山橋 町道谷山線 中 ● ● ●

36 下前鶴橋 町道方ヶ野仮屋線 中 ● ● ●

36 仏原橋 町道仏原柳井原線 中 ● ● ●

36 城山橋 町道城山線 中 ● ● ●

37 前谷橋 町道麻山中央線 中 ● ●

37 鍛冶床橋 町道鍛冶床線 中 ● ●

37 中尾橋 町道二瀬本伊野線 中 ● ●

37 川鶴橋 町道川鶴線 中 ● ●

37 弁財天橋 町道津留線 中 ● ●

37 高橋2 町道小中竹楢原線 中 ● ●

37 轟橋 町道城山線 中 ● ●

37 所野尾橋 町道黒川下名連石線 中 ● ●

37 第一滝下橋 町道新小譲原線 中 ● ●

37 論地橋 町道下山論地線 中 ● ●

37 竜宮橋 町道瀬戸福良線 中 ● ●

37 菅無田橋 町道柳谷線 中 ● ●

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素 低減要素
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m

以上

隣接
家屋

又は

施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

37 男成橋 町道男成稲生原線 中 ● ●

38 岩下橋2 町道大野3号線 中 ● ● ○

39 戸谷橋 町道旅草高辻線 中 ● ● ● ○

39 白滝橋 町道黒川下名連石線 中 ● ● ● ○

40 上聖橋 町道入佐小笹線 中 ● ● ○

40 神働橋 町道椎屋下神働線 中 ● ● ○

40 温水橋 町道井無田牧郷野原線 中 ● ● ○

40 蘇陽橋 町道今馬見原線 中 ● ● ○

40 都々良橋 町道稲生野牛ケ瀬線 中 ● ● ○

40 白石橋 町道水の田尾下鶴線 中 ● ● ○

40 向坂橋 町道上川井野貫原線 中 ● ● ○

40 小柏原橋 町道木鷺野小柏原線 中 ● ● ○

41 宮ノ下橋 町道二瀬本高辻線 中 ● ● ○

41 馬見原橋 町道新町線 中 ● ● ○

42 古賀橋 町道川口高千穂野線 中 ● ●

42 新生橋1 町道仮屋尾立尾線 中 ● ●

42 新生橋2 町道西緑川線 中 ● ●

42 水の宇土1号橋 町道水の宇土線 中 ● ●

42 水の宇土2号橋 町道水の宇土線 中 ● ●

42 水の宇土3号橋 町道水の宇土線 中 ● ●

42 水の田尾橋2 町道水の田尾上線 中 ● ●

42 杉木南橋 町道杉木南線 中 ● ●

42 川内橋 町道柿原川内線 中 ● ●

42 大平橋 町道水の田尾下鶴線 中 ● ●

42 大藪2号橋 町道大藪支線 中 ● ●

42 中川内橋 町道柿原川内線 中 ● ●

42 長迫1号橋 町道方ケ野白石線 中 ● ●

42 稲生野橋 町道稲生野牛ヶ瀬線 中 ● ●

42 岩下橋1 町道岩下線 中 ● ●

42 杉木橋 町道杉木入佐線 中 ● ●

42 岩立橋 町道岩立南線 中 ● ●

42 弁天橋 町道御所ベンテン線 中 ● ●

42 十五田橋 町道仮屋神ノ前線 中 ● ●

42 汗見1号橋 町道木原谷汗見線 中 ● ●

42 汗見2号橋 町道木原谷汗見線 中 ● ●

43 上鶴1号橋 町道上鶴線 中 ● ● 〇

43 阿蘇橋 町道麻山中央線 中 ●

43 向江橋 町道一の瀬水溜線 中 ●

43 日渡橋 町道上寺梅ノ木線 中 ●

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素 低減要素
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m
以上

隣接

家屋

又は
施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

43 方ケ野橋 町道方ケ野白石線 中 ●

43 牧野橋 町道長成牧野線 中 ●

43 無名橋08 町道稲生野窪白線 中 ●

43 高砂橋 町道柳谷線 中 ●

43 黒木尾橋 町道黒川水溜線 中 ●

43 寺川橋 町道寺川芦屋田線 中 ●

43 芝原橋 町道芝原線 中 ●

43 小星橋 町道小星線 中 ●

43 上杉の鶴橋2 町道杉の鶴稲尾野線 中 ●

43 杉の鶴橋 町道杉の鶴線 中 ●

43 堂園橋 町道西谷堂園線 中 ●

43 木原谷1号橋 町道木原谷鳥原線 中 ●

43 木原谷2号橋 町道木原谷鳥原線 中 ●

43 冷水橋 町道冷水後迫線 中 ●

43 上後迫橋 町道後迫上線 中 ●

43 瀬峰橋1 町道瀬峰橋線 中 ●

43 浅藪橋 町道山田上線 中 ●

43 才原橋 町道才原花上線 中 ●

43 玉目橋 町道玉目岩下線 中 ●

43 船ノ戸橋 町道大矢貸上線 中 ●

43 白石谷2号橋 町道火の口神ノ前線 中 ●

43 境の谷橋1 町道木鷺野2号線 中 ●

43 御迎橋 町道稲生野御迎線 中 ●

43 石堂橋 町道下の迫石堂線 中 ●

43 第二池ノ久保橋 町道大矢線 中 ●

43 平尾岳橋 町道岩尾野鏡山線 中 ●

43 北川内橋2 町道水の田尾下鶴線 中 ●

43 木鷺野橋 町道木鷺野支線 中 ●

43 四方谷橋 町道四方谷線 中 ●

43 堂薗橋 町道入佐堂薗線 中 ● ● ○

43 春山橋 町道宿ノ谷春山線 中 ●

43 鎌野橋 町道鎌野線 中 ●

43 目細橋 町道稲生一本木線 中 ●

43 橋目橋 町道橋目井芹線 中 ● ● ○

44 上鶴3号橋 町道上鶴線 中 ● 〇

44 カリソコ橋 町道四方谷線 中 ● ○

44 久留見尾橋 町道久留見尾鍛冶床線 中 ● ○

44 古閑橋 町道古閑線 中 ● ○

44 第二樋ノ口橋 町道樋ノ口線 中 ● ○

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素 低減要素
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m

以上

隣接

家屋

又は

施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

44 樋ノ口橋 町道樋ノ口線 中 ● ○

44 明ケ野橋 町道明ケ野線 中 ● ○

44 木曽橋 町道入佐小笹線 中 ● ○

44 五反切橋 町道萱野東線 中 ● ○

44 天神橋1 町道下鶴2号線 中 ● ○

44 小川橋 町道小川杉の鶴線 中 ● ○

44 天神橋3 町道大川米生線 中 ● ○

44 須原橋 町道須原開田線 中 ● ○

44 組崎橋 町道安方組崎線 中 ● ○

44 滝下橋 町道今滝下土戸滝下線 中 ● ○

44 浦川橋 町道浦川線 中 ● ○

44 轟の目眼橋 町道猿渡囲線 中 ● ○

44 昭和橋 町道尾野尻線 中 ● ○

44 田須和橋 町道今高見線 中 ● ○

44 下馬尾橋 町道昭午町上寺線 中 ● ○

44 下番橋 町道新町線 中 ● ○

45 布田橋 町道峰布田神社線 小 ● ● ○

45 立石橋 町道萱野線 小 ● ● ○

45 黒峰陸橋 町道黒峰線 小 ● ● ○

45 河原橋 町道河原線 小 ● ● ○

45 峰橋 町道峰線 小 ● ● ○

45 無名橋09 町道峰栃の木線 小 ● ● ○

45 上鍛冶床橋 町道鍛冶床線 小 ● ● ○

45 無名橋13 町道浜町下名連石線 小 ● ● ○

45 無名橋16 町道畑ノ地線 小 ● ● ○

46 岩井谷橋 町道岩井谷線 小 ● ○

46 岩井谷上橋 町道岩井谷線 小 ● ○

46 後谷橋 町道麻山後谷線 小 ● ○

46 大藪橋 町道大藪線 小 ● ○

46 布田下橋 町道布田下線 小 ● ○

46 湯鶴葉橋 町道湯鶴葉線 小 ● ○

46 内の口1号橋 町道滝下内の口線 小 ● ○

46 内の口2号橋 町道滝下内の口線 小 ● ○

46 下川井野橋 町道下川井野戸屋野線 小 ● ○

46 上鶴4号橋 町道上鶴線 小 ● ○

46 八谷橋 町道萱野線 小 ● ○

46 無名橋10 町道鮎返線 小 ● ○

46 岩尾野1号橋 町道岩尾野鏡山線 小 ● ○

46 岩尾野2号橋 町道岩尾野鏡山線 小 ● ○

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素 低減要素
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m
以上

隣接

家屋

又は
施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

46 竹の脇橋 町道杉木呼原線 小 ● ○

46 平橋 町道平小柏原線 小 ● ○

46 無名橋03 町道柚木中線 小 ● ○

46 無名橋14 町道杉木後谷線 小 ● ○

46 木鷺野平橋 町道木鷺野平線 小 ● ○

47 猿越橋 町道川口高千穂野線 小 ● ● ○

47 猿丸橋 町道猿丸柳谷線 小 ● ● ○

47 山中めがね橋 町道山中下線 小 ● ● ○

47 山立橋 町道大矢貸上線 小 ● ● ○

47 四方谷川橋 町道北川内今村線 小 ● ● ○

47 草地橋 町道高畑柳線 小 ● ● ○

47 砥石平橋 町道今神ノ木線 小 ● ● ○

47 藤後橋 町道上塩出線 小 ● ● ○

47 梅木橋 町道大石尾梅木線 小 ● ● ○

47 無名橋05 町道麻山御所線 小 ● ● ○

47 無名橋06 町道名ケ長谷線 小 ● ● ○

47 原尾野橋 町道北向原線 小 ● ● ○

47 芝渡瀬橋 町道下名連石鍛冶床線 小 ● ● ○

47 上奥畑橋 町道黒川下名連石線 小 ● ● ○

48 葦刈橋 町道滝下内の口線 小 ● ○

48 割刈橋 町道名連川線 小 ● ○

48 権現橋 町道滝下赤木舞岳線 小 ● ○

48 高塚橋 町道高塚線 小 ● ○

48 七ツ谷橋 町道七ツ谷線 小 ● ○

48 上溜渕橋 町道越戸線 小 ● ○

48 大矢橋 町道御所林道線 小 ● ○

48 日松橋 町道日南田松尾線 小 ● ○

48 梅ノ木谷橋 町道下塩出二津留線 小 ● ○

48 尾立野橋 町道尾立野線 小 ● ○

48 名連川橋 町道名連川線 小 ● ○

48 第二滝下橋 町道新小譲原線 小 ● ○

48 米山橋 町道菅尾米山線 小 ● ○

48 五ツ谷2号橋 町道北川内1号線 小 ● ○

49 稲生橋 町道小鶴一本木線 小 ● ○ ○

49 上杉の鶴橋1 町道杉の鶴稲生野線 小 ● ○ ○

49 内大臣川橋 町道鶴が渕線 小 ● ○ ○

50 桐原隧道橋 町道桐原線 小 ● ● ○ ○

50 西ご橋 町道囲線 小 ● ● ○ ○

50 赤迫橋 町道大久保高塚線 小 ● ● ○ ○

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素 低減要素
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m

以上

隣接

家屋

又は

施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

50 布田中橋 町道浜町下名連石線 小 ● ● ○ ○

51 伊野橋 町道二瀬本伊野線 小 ● ○ ○

51 下村橋 町道下村高仏線 小 ● ○ ○

51 下北原橋 町道下北原線 小 ● ○ ○

51 花上滝下2号橋 町道今滝下花上滝下線 小 ● ○ ○

51 境の谷橋3 町道境の谷線 小 ● ○ ○

51 今村橋 町道今村西線 小 ● ○ ○

51 鹿追谷橋 町道丸山1号線 小 ● ○ ○

51 西久保橋 町道川口高千穂野線 小 ● ○ ○

51 第三池ノ久保橋 町道大矢線 小 ● ○ ○

51 野原橋 町道旅草野原線 小 ● ○ ○

51 境の谷橋2 町道下山論地線 小 ● ○ ○

51 細迫橋 町道稲生一本木線 小 ● ○ ○

51 山中1号橋 町道山中市原線 小 ● ○ ○

51 山中2号橋 町道山中市原線 小 ● ○ ○

52 萱野第2橋 町道金内萱野中央線 小 ● ○

53 早栗毛橋 町道早栗毛山田線 小 ● ○ ○

53 尾村橋 町道木明寺線 小 ● ○ ○

54 嫁子橋 町道柳野原線 小 ● ○ ○

54 勝負橋 町道田代勝負線 小 ● ○ ○

54 小の迫橋 町道柿鶴線 小 ● ○ ○

55 道長橋 町道道長線 小 ● ○ ○ ○

56 無名橋07 町道名ケ長谷線 小 〇

56 上鶴2号橋 町道上鶴線 小 ○

56 川島橋 町道川島東線 小 ○

56 大野1号橋 町道大野1号線 小 ○

56 新尾野尻橋 町道米生滝下線 小 ○

56 中川橋 町道中川線 小 ○

56 布勢橋 町道金内白木谷線 小 ○

56 下川内橋 町道柿原川内線 小 ○

56 上小の迫橋 町道冷水後迫線 小 ○

56 北川内2号橋 町道北川内1号線 小 ○

56 五ツ谷橋 町道五ツ谷線 小 ○

56 稲生原橋 町道田所稲生原線 小 ○

56 加勢群2号橋 町道加勢群線 小 ○

56 金内管理橋 町道金内菅原神社裏通線 小 ○

56 小幡橋 町道陣ノ尾小幡線 小 ○

56 上菅下橋 町道上菅２号線 小 ○

56 中鶴橋 町道溜渕道長線 小 ○

優先順位 道路橋名 路線名
橋梁

優先度

加点要素 低減要素
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バス 通学路 観光路線
雪氷対策

道路

防災

施設等

橋長

15m

以上

隣接

家屋

又は

施設

迂回路無 農地
橋長

5m程度
居住区無

迂回路

あり

56 256 入佐4号橋 町道入佐中4号線 小 ○

56 265 白石谷1号橋 町道下番仮屋線 小 ○

56 276 尾野尻下橋 町道尾野尻立道線 小 ○

56 279 布勢橋 町道金内白木谷線 小 ○

56 296 北川内橋1 町道北川内4号線 小 ○

56 298 北川内2号橋 町道北川内1号線 小 ○

56 307 無名橋07 町道名ケ長谷線 小 〇

57 8 伊勢橋 町道伊勢柳線 小 ○ ○

57 25 下勝負橋 町道向谷線 小 ○ ○

57 112 山中橋 町道北中島山中1号線 小 ○ ○

57 131 小崎橋 町道菅尾米山線 小 ○ ○

58 20 遠見塚橋 町道上川井野貫原線 小 ○ ○

58 42 加勢群1号橋 町道国道218号加勢群線 小 ○ ○

58 68 吸水橋 町道鶴栃の木線 小 ○ ○

58 137 小迫橋 町道上川井野日名田線 小 ○ ○

58 158 新開橋 町道水の田尾栃の木線 小 ○ ○

58 178 瀬貝橋 町道瀬貝線 小 ○ ○

58 193 川内2号橋 町道川内線 小 ○ ○

58 203 汰原橋 町道男成下線 小 ○ ○

58 210 第一池久保橋 町道水の田尾下鶴線 小 ○ ○

58 311 無名橋11 町道野尻下線 小 ○ ○

58 312 無名橋12 町道野尻中線 小 ○ ○

58 331 野尻橋 町道野尻下川井野線 小 ○ ○

59 122 車屋橋 町道上差尾岩下線 小 ○ ○ ○

59 327 木明寺1号橋 町道木明寺線 小 ○ ○ ○

59 328 木明寺2号橋 町道木明寺線 小 ○ ○ ○

低減要素

優先順位
通し

番号
道路橋名 路線名

橋梁

優先度

加点要素
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2.7 耐久・耐荷性能評価                                  

山都町の管理は、「熊本県橋梁点検マニュアル(案)[令和 2年度改訂版](令和 3 年 3月)」【熊本県 土木

部】および、「道路橋定期点検要領(平成 31 年 2 月)」【国土交通省 道路局】に基づき行われています。 

本計画では、橋の診断区分を導く上で考慮する「橋に生じた様々な損傷に対する対策方針（以下「対

策区分」）」を明確にします。また、4 段階評価の診断区分をさらに細分化することで、橋に対する耐

久・耐荷性能の評価を詳細なものとします。 

 

 

 

 

▲図 3-2.耐久・耐荷性能評価の算出法 

（1）健全性の診断区分 

 健全性の診断は 4段階の区分があり、判定区分Ⅰ～Ⅳの定義は以下の通りです。また、橋の耐久・耐

荷性能の評価値は、高いものが「Ⅰ」、低いものが「Ⅳ」となります。 

区  分 定  義 評価値 

Ⅰ 健    全 構造物の機能に支障が生じていない状態 
 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講

ずべき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し

く高く、緊急に措置を講ずべき状態 

参照：道路橋定期点検要領(平成 31年 2 月)【国土交通省 道路局】 P.3 

高 

低 

健全性の診断区分 対策判定区分 橋の評価点 
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（2）対策判定区分 

 本計画では、健全性の診断区分をさらに細分化し、橋の対策方針を明確にします。その際、点検によ

り確認された損傷状況から、損傷要因や進行状況、今後の進行予測のほか、橋の諸性能に対する影響度

について考察を行ったうえで、下記の項目に関する判定を、橋梁定期点検要領(平成 31 年 3 月)【国土

交通省 道路局】に示される対策区分の判定区分により行います。 

（1）補修の必要性 （2）緊急対応の必要性 （3）維持工事対応の必要性 

（4）詳細調査・追跡調査の必要性 （5）その他対応の必要性 

判定区分 判定の内容 

A 損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない。 

B 状況に応じて補修を行う必要がある。 

C1 予防保全の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。 

C2 橋梁構造の安全性の観点から、速やかに補修等を行う必要がある。 

E1 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。 

E2 その他、緊急対応の必要がある。 

M 維持工事で対応する必要がある。 

S1 詳細調査の必要がある。 

S2 追跡調査の必要がある。 

橋梁定期点検要領(平成 31年 3 月)【国土交通省 道路局】 P.21 

 その際、対策判定区分による対策優先度を以下と定め、対策区分の点数は以下の通りです。 

E1・E2 → C2 → C1 → S1 → M → S2 → B → A  

 

 

8 7 6 5 4 3 2 1 

次頁に、判定区分に関する詳細を示します。

高                    対策優先度                   低 
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（3）対策判定区分の詳細 

判定にあたっては、橋の有する［耐久性能・構造性能（耐荷・耐震性能）・ 安全性能・使用性・快適

性］について考慮します。 

a）補修の必要性 

次回定期点検が実施される 5 年後を目安として判断を行います。 

現在確認されている損傷の進行について、橋に及ぼす耐久性能や構造性能上の影響を考慮し、補修

の要否や補修時期を設定します。 

判定区分 対策の要否・時期 

A 補修不要 

B 5 年以内の補修は不要（次回点検時に状況確認） 

C1 5 年以内には補修が必要（耐久性低下による損傷） 

C2 5 年以内の早い時期に補修が必要（構造性能に影響がある損傷） 

b）緊急対応の必要性 

判定区分 判定の目安となる橋の状態 

E1 橋梁構造の安全性が著しく損なわれており、落橋のおそれがある状態。 

E2 第三者への被害が生じる可能性がある損傷が確認された場合。 

c）維持工事対応の必要性 

耐久性や使用性などの観点から、部材または施設の機能を保持・向上することを目的とし、維持工事

による対応が必要と判断されるものに対して設定します。 

判定区分 判定の目安となる橋の状態 

M 
部材の機能を良好な状態に保つために、日常の維持工事で早急に処置されることが

必要な場合。 

例）排水桝の土砂詰まり解消 → 排水機能の維持・回復 

  橋台背面側における路面の段差解消 → 走行性の向上，安全性の確保 
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d）詳細調査・追跡調査の必要性 

＜詳細調査＞ 

損傷に内在するリスクの大きさや質によって、対策方針、または選定する工法が変わることが予想さ

れる場合に実施します。例）アルカリシリカ反応，塩害，床版疲労，複合劣化など 

判定区分 判定の目安となる橋の状態 

S1 補修等を検討する際、損傷要因特定が必要となる場合。 

＜追跡調査＞ 

要因特定や、劣化損傷の進行予測が困難である場合において、「現時点で、詳細調査や何らかの対策を

実施する必要はない」と判断される損傷のうち、次回点検時までの期間中に、耐久性の著しい低下や構

造に起因する変状が生じる可能性がある、と考えられる場合に実施します。  

判定区分 判定の目安となる橋の状態 

S2 詳細調査の必要はないが、今後の損傷状態の動向を把握しておく必要がある場合。 

e）その他対応の必要性 

上記以外に、個別に対応が必要だと判断される損傷については、管理者との協議や、必要に応じて有識

者からの意見聴取等を行い、それらを踏まえて対応を決定します。例）石橋の損傷 
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（4）対策判定の実施 

橋の診断区分は、損傷から導かれる対策区分から決まります。 

以下に、損傷が橋に及ぼす耐久性能や構造性能上の影響を考慮した対策区分判定と、そこから導かれ

る診断区分のフロー（案）を示します。 

 

▲図 2-1. 診断区分選定フロー（案） 
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対策区分 E1・E2 と C2 は、耐荷力の低下が懸念されるため緊急性が高いと考えられます。 

また、C1 は耐久性の低下が懸念されるため修繕が必要となり、S1 は損傷要因と内在するリスクの把

握において詳細調査が必要なため、緊急性は中程度となります。 

A～Mは通常維持やパトロールで対応が可能であるため緊急性は低いと考えられます。 

計画改定では、上記の考えに基づき点検結果を検証し、対策区分の判定を行いました。

 

▲図 2-2. 対策優先度（案） 
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耐久・耐荷性能評価結果一覧                                   

【分類 1：跨道橋】 

 

【分類 2：一般橋】 

優先
順位

橋梁名 カナ 路線名 診断区分 対策区分
診断区分
の数値化

対策区分
の数値化

点数

1 一里木陸橋 (ｲﾁﾘｷﾞﾘｸｷｮｳ) 町道牧の口線 Ⅱ C1 2 6 12

1 加勢群陸橋 (ｶｾﾑﾚﾘｸｷｮｳ) 町道志賀来見線 Ⅱ C1 2 6 12

2 浜見橋 (ﾊﾏﾐﾊｼ) 町道老人ホーム通り線 Ⅱ B 2 2 4

3 上畑跨道橋 (ｶﾐﾊﾀｺﾄﾞｳｷｮｳ) 町道上畑線 Ⅰ A 1 1 1

3 片平跨道橋 (ｶﾀﾋﾗｺﾄﾞｳｷｮｳ) 町道上犬の馬場本坪線 Ⅰ A 1 1 1

3 小鶴橋2 （ｺﾂﾞﾙﾊﾞｼ） 町道小鶴釜出線 Ⅰ A 1 1 1

優先
順位

橋梁名 カナ 路線名 診断区分 対策区分
診断区分
の数値化

対策区分
の数値化

点数

1 下鶴橋2 (ｼﾓﾂﾙﾊｼ) 町道中川杉の鶴線 Ⅲ C2 3 7 21

1 柳井原大橋 (ﾔﾅｲﾊﾞﾙｵｵﾊｼ) 町道文字ヶ崎安方線 Ⅲ C2 3 7 21

1 橋詰橋 (ﾊｼﾂﾞﾊﾞｼ) 町道白小野橋詰線 Ⅲ C2 3 7 21

1 桐原隧道橋 (ｷﾘﾊﾗｽﾞｲﾄﾞｳｷｮｳ) 町道桐原線 Ⅲ C2 3 7 21

1 天神橋3 (ﾃﾝｼﾞﾝﾊﾞｼ) 町道大川米生線 Ⅲ C2 3 7 21

1 白小野橋1 (ｼﾗｵﾉﾊﾞｼ) 町道白小野鶴越線 Ⅲ C2 3 7 21

1 白石橋 (ｼﾗｲｼﾊﾞｼ) 町道水の田尾下鶴線 Ⅲ C2 3 7 21

2 上鶴2号橋 (ｶﾐﾂﾞﾙ2ｺﾞｳｷｮｳ) 町道上鶴線 Ⅱ C2 2 7 14

2 水の宇土2号橋 (ﾐｽﾞﾉｳﾄﾆｺﾞｳｷｮｳ) 町道水の宇土線 Ⅱ C2 2 7 14

2 砥石平橋 (ﾄｲｼﾍﾞﾗﾊｼ) 町道今神ノ木線 Ⅱ C2 2 7 14

3 井川尻橋 (ｲｶﾞﾜｼﾞﾘﾊｼ) 町道須の子赤木線 Ⅱ C1 2 6 12

3 円明寺橋 (ｴﾝﾐｮｳｼﾞﾊﾞｼ) 町道川口高千穂野線 Ⅱ C1 2 6 12

3 猿越橋 (ｻﾙｺﾞｴﾊｼ) 町道川口高千穂野線 Ⅱ C1 2 6 12

3 加勢群2号橋 (ｶｾﾑﾚ2ｺﾞｳｷｮｳ) 町道加勢群線 Ⅱ C1 2 6 12

3 加勢群橋 (ｶｾﾑﾚﾊｼ) 町道加勢群線 Ⅱ C1 2 6 12

3 嫁子橋 (ﾖﾒｺﾞﾊｼ) 町道柳野原線 Ⅱ C1 2 6 12

3 花上滝下2号橋 (ﾊﾅｶﾞﾐﾀｷｼﾀﾆｺﾞｳｷｮｳ) 町道今滝下花上滝下線 Ⅱ C1 2 6 12

3 割刈橋 (ﾜﾘｶﾘﾊﾞｼ) 町道名連川線 Ⅱ C1 2 6 12

3 萱野橋 (ｶﾔﾉﾊｼ) 町道萱野線 Ⅱ C1 2 6 12

3 萱野第2橋 (ｶﾔﾉﾀﾞｲﾆﾊｼ) 町道金内萱野中央線 Ⅱ C1 2 6 12

3 汗見1号橋 (ｱｾﾐｲﾁｺﾞｳｷｮｳ) 町道木原谷汗見線 Ⅱ C1 2 6 12

3 岩尾野1号橋 (ｲﾜｵﾉ1ｺﾞｳｷｮｳ) 町道岩尾野鏡山線 Ⅱ C1 2 6 12

3 境の谷橋2 (ｻｶｲﾉﾀﾆﾊｼ) 町道下山論地線 Ⅱ C1 2 6 12

3 橋目橋 (ﾊｼﾒﾊﾞｼ) 町道橋目井芹線 Ⅱ C1 2 6 12

3 金内橋 (ｶﾈｳﾁﾊﾞｼ) 町道金内線 Ⅱ C1 2 6 12

3 古賀橋 (ｺｶﾞﾊﾞｼ) 町道川口高千穂野線 Ⅱ C1 2 6 12
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優先
順位

橋梁名 カナ 路線名 診断区分 対策区分
診断区分
の数値化

対策区分
の数値化

点数

3 高橋1 (ﾀｶﾊﾞｼ) 町道水の宇土支線 Ⅱ C1 2 6 12

3 黒川橋 (ｸﾛｶﾜﾊｼ) 町道川内小川線 Ⅱ C1 2 6 12

3 山立橋 (ﾔﾏﾀﾞﾁﾊﾞｼ) 町道大矢貸上線 Ⅱ C1 2 6 12

3 芝原橋 (ｼﾊﾞﾜﾗﾊﾞｼ) 町道芝原線 Ⅱ C1 2 6 12

3 春山橋 (ﾊﾙﾔﾏﾊﾞｼ) 町道宿ノ谷春山線 Ⅱ C1 2 6 12

3 小崎橋 (ｺｻﾞｷﾊﾞｼ) 町道菅尾米山線 Ⅱ C1 2 6 12

3 小鶴橋1 (ｺｽﾞﾙﾊｼ) 町道長谷花立線 Ⅱ C1 2 6 12

3 上杉の鶴橋2 (ｶﾐｽｷﾞﾉﾂﾙﾊﾞｼ) 町道杉の鶴吉の元線 Ⅱ C1 2 6 12

3 上聖橋 (ｶﾐﾋｼﾞﾘﾊﾞｼ) 町道入佐小笹線 Ⅱ C1 2 6 12

3 上川井野南橋 (ｶﾐｶﾞﾜｲﾉﾐﾅﾐﾊﾞｼ) 町道上川井野南線 Ⅱ C1 2 6 12

3 上鶴3号橋 (ｶﾐﾂﾞﾙ3ｺﾞｳｷｮｳ) 町道上鶴線 Ⅱ C1 2 6 12

3 城山橋 (ｼﾛﾔﾏﾊﾞｼ) 町道城山線 Ⅱ C1 2 6 12

3 申和橋 (ｼﾝﾜﾊﾞｼ) 町道柚木砥用線 Ⅱ C1 2 6 12

3 神働橋 (ｼﾝﾄﾞｳﾊｼ) 町道椎屋下神働線 Ⅱ C1 2 6 12

3 水の宇土3号橋 (ﾐｽﾞﾉｳﾄｻﾝｺﾞｳｷｮｳ) 町道水の宇土線 Ⅱ C1 2 6 12

3 杉の宇土橋 (ｽｷﾞﾉｳﾄﾊｼ) 町道下山論地線 Ⅱ C1 2 6 12

3 清和橋 (ｾｲﾜﾊｼ) 町道米生栃原線 Ⅱ C1 2 6 12

3 西御所橋 (ﾆｼｺﾞｼｮﾊｼ) 町道西谷線 Ⅱ C1 2 6 12

3 千滝橋 (ｾﾝﾀｷﾊﾞｼ) 町道千滝染野線 Ⅱ C1 2 6 12

3 川鶴橋 (ｶﾜｽﾞﾙﾊﾞｼ) 町道川鶴線 Ⅱ C1 2 6 12

3 前谷橋 (ﾏｴﾀﾆﾊｼ) 町道麻山中央線 Ⅱ C1 2 6 12

3 蘇陽橋 (ｿﾖｳﾊｼ) 町道今馬見原線 Ⅱ C1 2 6 12

3 天神橋1 (ﾃﾝｼﾞﾝﾊｼ) 町道下鶴2号線 Ⅱ C1 2 6 12

3 堂園橋 (ﾄﾞｳｿﾞﾉﾊﾞｼ) 町道西谷堂園線 Ⅱ C1 2 6 12

3 南田橋 (ﾐﾅﾐﾀﾞﾊｼ) 町道南田線 Ⅱ C1 2 6 12

3 白小野橋2 (ｼﾗｵﾉﾊﾞｼ) 町道白小野勢井線 Ⅱ C1 2 6 12

3 白石谷2号橋 (ｼﾗｲｼﾀﾆ2ｺﾞｳｷｮｳ) 町道火の口神ノ前線 Ⅱ C1 2 6 12

3 畑橋 (ﾊﾀﾊﾞｼ) 町道下市畑線 Ⅱ C1 2 6 12

3 樋ノ口橋 (ﾋﾉｸﾁﾊﾞｼ) 町道樋ノ口線 Ⅱ C1 2 6 12

3 尾立野橋 (ｵﾀﾃﾉﾊｼ) 町道尾立野線 Ⅱ C1 2 6 12

3 布田中橋 (ﾌﾀﾅｶﾊｼ) 町道浜町下名連石線 Ⅱ C1 2 6 12

3 弁財天橋 (ﾍﾞﾝｻﾞｲﾃﾝﾊﾞｼ) 町道津留線 Ⅱ C1 2 6 12

3 弁天橋 (ﾍﾞﾝﾃﾝﾊﾞｼ) 町道御所ベンテン線 Ⅱ C1 2 6 12

3 崩谷橋 (ｸｽﾞﾚﾀﾞﾆﾊﾞｼ) 町道金地大多良線 Ⅱ C1 2 6 12

3 明ケ野橋 (ﾐｮｳｶﾞﾉﾊﾞｼ) 町道明ケ野線 Ⅱ C1 2 6 12

3 明神橋 (ﾐｮｳｼﾞﾝﾊﾞｼ) 町道明神橋通り線 Ⅱ C1 2 6 12

3 木明寺2号橋 (ｷﾐｮｳｼﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ) 町道木明寺線 Ⅱ C1 2 6 12

3 須原橋 (ｽﾊﾞﾙﾊｼ) 町道須原開田線 Ⅱ C1 2 6 12

3 大平橋 (ｵｵﾋﾗﾊﾞｼ) 町道水の田尾下鶴線 Ⅱ C1 2 6 12

3 都々良橋 (ﾂﾂﾞﾗﾊｼ) 町道稲生野牛ケ瀬線 Ⅱ C1 2 6 12
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優先
順位

橋梁名 カナ 路線名 診断区分 対策区分
診断区分
の数値化

対策区分
の数値化

点数

3 北川内橋2 (ｷﾀｶﾜﾁﾊﾞｼ) 町道水の田尾下鶴線 Ⅱ C1 2 6 12

3 木曽橋 (ｷｿﾊﾞｼ) 町道入佐小笹線 Ⅱ C1 2 6 12

4 稲生野橋 (ｲﾈｵﾉﾊｼ) 町道稲生野牛ヶ瀬線 Ⅱ S1 2 5 10

4 上奥畑橋 (ｶﾐｵｸﾊﾀﾊﾞｼ) 町道黒川下名連石線 Ⅱ S1 2 5 10

4 組崎橋 (ｸﾐｻｷﾊﾞｼ) 町道安方組崎線 Ⅱ S1 2 5 10

5 鮎の瀬大橋 (ｱﾕﾉｾｵｵﾊｼ) 町道千滝鮎の瀬線 Ⅱ S2 2 3 6

5 黒木尾橋 (ｸﾛｷﾞｵﾊﾞｼ) 町道黒川水溜線 Ⅱ S2 2 3 6

5 車屋橋 (ｸﾙﾏﾔﾊｼ) 町道上差尾岩下線 Ⅱ S2 2 3 6

5 所野尾橋 (ﾄｺﾛﾉｵﾊﾞｼ) 町道黒川下名連石線 Ⅱ S2 2 3 6

5 上後迫橋 (ｶﾐｳｼﾛｻﾞｺﾊﾞｼ) 町道後迫上線 Ⅱ S2 2 3 6

5 上鶴4号橋 (ｶﾐﾂﾞﾙﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ) 町道上鶴線 Ⅱ S2 2 3 6

5 新生橋2 (ｼﾝｾｲﾊﾞｼ) 町道西緑川線 Ⅱ S2 2 3 6

5 吹の戸橋 (ﾌｷﾉﾄﾊｼ) 町道成君吹の戸線 Ⅱ S2 2 3 6

5 西久保橋 (ﾆｼｸﾎﾞﾊｼ) 町道川口高千穂野線 Ⅱ S2 2 3 6

5 無名橋15 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道西谷線 Ⅱ S2 2 3 6

6 伊野橋 (ｲﾉﾊｼ) 町道二瀬本伊野線 Ⅱ B 2 2 4

6 一ノ瀬橋 (ｲﾁﾉｾﾊﾞｼ) 町道二瀬本花上線 Ⅱ B 2 2 4

6 遠見塚橋 (ﾄｵﾐﾂｶﾊｼ) 町道上川井野貫原線 Ⅱ B 2 2 4

6 温水橋 (ﾇｸﾐｽﾞﾊｼ) 町道井無田牧郷野原線 Ⅱ B 2 2 4

6 下後迫橋 (ｼﾓｳｼﾛｻﾞｺﾊﾞｼ) 町道後迫下線 Ⅱ B 2 2 4

6 下村橋 (ｼﾓﾑﾗﾊｼ) 町道下村高仏線 Ⅱ B 2 2 4

6 下馬尾橋 (ｹﾞﾊﾞｵﾊｼ) 町道昭午町上寺線 Ⅱ B 2 2 4

6 下北原橋 (ｼﾓｷﾀﾊﾗﾊｼ) 町道下北原線 Ⅱ B 2 2 4

6 下溜渕橋 (ｼﾓﾀﾏﾘﾌﾞﾁﾊｼ) 町道溜渕下線 Ⅱ B 2 2 4

6 加勢群1号橋 (ｶｾﾑﾚ1ｺﾞｳｷｮｳ) 町道国道218号加勢群線 Ⅱ B 2 2 4

6 椛の木橋 (ｶﾊﾞﾉｷﾊﾞｼ) 町道水の田尾布勢線 Ⅱ B 2 2 4

6 鎌野橋 (ｶﾏﾉﾊｼ) 町道鎌野線 Ⅰ M 1 4 4

6 岩井谷橋 (ｲﾜｲﾀﾆﾊｼ) 町道岩井谷線 Ⅱ B 2 2 4

6 岩下橋1 (ｲﾜｼﾀﾊｼ) 町道岩下線 Ⅱ B 2 2 4

6 岩立橋 (ｲﾜﾀﾃﾊﾞｼ) 町道岩立南線 Ⅱ B 2 2 4

6 吸水橋 (ｷｭｳｽｲﾊﾞｼ) 町道鶴栃の木線 Ⅱ B 2 2 4

6 後谷橋 (ｳｼﾛﾀﾞﾆﾊｼ) 町道麻山後谷線 Ⅱ B 2 2 4

6 黒峰陸橋 (ｸﾛﾐﾈﾘｸｷｮｳ) 町道黒峰線 Ⅱ B 2 2 4

6 芝渡瀬橋 (ｼﾊﾞﾜﾀｾﾊﾞｼ) 町道下名連石鍛冶床線 Ⅱ B 2 2 4

6 宗旨ケ鶴橋 (ｿｳｼｶﾞﾂﾙﾊｼ) 町道二瀬本高辻線 Ⅰ M 1 4 4

6 小の迫橋 (ｵﾉｻｺﾊﾞｼ) 町道柿鶴線 Ⅱ B 2 2 4

6 小笹橋 (ｵｻﾞｻﾊｼ) 町道小笹稲生原線 Ⅱ B 2 2 4

6 小迫橋 (ｺｻｺﾊｼ) 町道上川井野日名田線 Ⅱ B 2 2 4

6 上菅橋 (ｶﾐｽｹﾞﾊｼ) 町道上菅2号線 Ⅱ B 2 2 4

6 新生橋1 (ｼﾝｾｲﾊﾞｼ) 町道仮屋尾立尾線 Ⅱ B 2 2 4
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6 須ノ子4号橋 (ｽﾉｺ4ｺﾞｳｷｮｳ) 町道米生滝下線 Ⅱ B 2 2 4

6 菅無田橋 (ｽｹﾞﾑﾀﾊｼ) 町道柳谷線 Ⅱ B 2 2 4

6 西ご橋 (ｾｲｺﾞﾊｼ) 町道囲線 Ⅱ B 2 2 4

6 赤迫橋 (ｱｶｻｺﾊｼ) 町道大久保高塚線 Ⅱ B 2 2 4

6 川内2号橋 (ｶﾜｳﾁ2ｺﾞｳｷｮｳ) 町道川内線 Ⅱ B 2 2 4

6 船ノ戸橋 (ﾌﾅﾉﾄﾊｼ) 町道大矢貸上線 Ⅱ B 2 2 4

6 前田橋 (ﾏｴﾀﾞﾊｼ) 町道水ノ口線 Ⅱ B 2 2 4

6 大矢橋 (ｵｵﾔﾊﾞｼ) 町道御所林道線 Ⅱ B 2 2 4

6 大藪2号橋 (ｵｵﾔﾌﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ) 町道大藪支線 Ⅱ B 2 2 4

6 第一池久保橋 (ﾀﾞｲｲﾁｲｹｸﾎﾞﾊｼ) 町道水の田尾下鶴線 Ⅱ B 2 2 4

6 沢津1号橋 (ｻﾜﾂﾞ1ｺﾞｳｷｮｳ) 町道米生滝下線 Ⅱ B 2 2 4

6 沢田橋 (ｻﾜﾀﾞﾊｼ) 町道今滝下花上滝下線 Ⅱ B 2 2 4

6 竹の下橋 (ﾀｹﾉｼﾀﾊｼ) 町道今馬見原線 Ⅱ B 2 2 4

6 中村橋 (ﾅｶﾑﾗﾊｼ) 町道宿ノ谷春山線 Ⅱ B 2 2 4

6 中鶴橋 (ﾅｶﾂﾞﾙﾊｼ) 町道溜渕道長線 Ⅰ M 1 4 4

6 津留吊り橋 (ﾂﾙﾂﾘﾊﾞｼ) 町道内大臣区吊り橋線 Ⅱ B 2 2 4

6 田須和橋 (ﾀｽﾜﾊﾞｼ) 町道今高見線 Ⅱ B 2 2 4

6 藤後橋 (ﾄｳｺﾞﾊﾞｼ) 町道上塩出線 Ⅱ B 2 2 4

6 内の口1号橋 (ｳﾁﾉｸﾁ1ｺﾞｳｷｮｳ) 町道滝下内の口線 Ⅱ B 2 2 4

6 内の口2号橋 (ｳﾁﾉｸﾁ2ｺﾞｳｷｮｳ) 町道滝下内の口線 Ⅱ B 2 2 4

6 白木谷橋 (ｼﾗｷﾀﾆﾊｼ) 町道金内白木谷線 Ⅱ B 2 2 4

6 米山橋 (ｺﾒﾔﾏﾊｼ) 町道菅尾米山線 Ⅱ B 2 2 4

6 妙見橋 (ﾐｮｳｹﾝﾊｼ) 町道宿ノ谷春山線 Ⅱ B 2 2 4

6 無名橋10 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道鮎返線 Ⅱ B 2 2 4

6 無名橋16 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道畑ノ地線 Ⅱ B 2 2 4

6 名連川橋 (ﾅﾚｶﾜﾊﾞｼ) 町道名連川線 Ⅱ B 2 2 4

6 明申橋 (ﾐｮｳｼﾞﾝﾊﾞｼ) 町道牧野上司尾線 Ⅱ B 2 2 4

6 木原谷大橋 (ｷﾊﾗﾀﾞﾆｵｵﾊｼ) 町道横野木原谷線 Ⅱ B 2 2 4

6 木鷺野平橋 (ｷｻｷﾞﾉﾀｲﾗﾊｼ) 町道木鷺野平線 Ⅱ B 2 2 4

6 馬見原橋 (ﾏﾐﾊﾗﾊｼ) 町道新町線 Ⅰ M 1 4 4

7 今村橋 (ｲﾏﾑﾗﾊｼ) 町道今村西線 Ⅰ S2 1 3 3

7 無名橋05 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道麻山御所線 Ⅰ S2 1 3 3

8 葦刈橋 (ｱｼｶﾘﾊｼ) 町道滝下内の口線 Ⅰ B 1 2 2

8 稲生原橋 (ｲﾅｵﾊﾞﾙﾊﾞｼ) 町道田所稲生原線 Ⅰ B 1 2 2

8 猿丸橋 (ｻﾙﾏﾙﾊｼ) 町道猿丸柳谷線 Ⅰ B 1 2 2

8 横野橋 (ﾖｺﾉﾊｼ) 町道横野木原谷線 Ⅰ B 1 2 2

8 下川内橋 (ｼﾓｺｳﾁﾊｼ) 町道柿原川内線 Ⅰ B 1 2 2

8 釜蓋橋 (ｶﾏﾌﾀﾊﾞｼ) 町道井無田堤防線 Ⅰ B 1 2 2

8 岩井谷上橋 (ｲﾜｲﾀﾆｳｴﾊｼ) 町道岩井谷線 Ⅰ B 1 2 2

8 境の谷橋3 (ｻｶｲﾉﾀﾆﾊｼ) 町道境の谷線 Ⅰ B 1 2 2
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8 桐原橋 (ｷﾘﾊﾗﾊｼ) 町道桐原線 Ⅰ B 1 2 2

8 九電橋 (ｷｭｳﾃﾞﾝｷｮｳ) 町道今滝下花上滝下線 Ⅰ B 1 2 2

8 原尾野橋 (ﾊﾗｵﾉﾊｼ) 町道北向原線 Ⅰ B 1 2 2

8 戸谷橋 (ﾄﾀﾞﾆﾊｼ) 町道旅草高辻線 Ⅰ B 1 2 2

8 高橋2 (ﾀｶﾊｼ) 町道小中竹楢原線 Ⅰ B 1 2 2

8 高砂橋 (ﾀｶｻｺﾞﾊｼ) 町道柳谷線 Ⅰ B 1 2 2

8 轟の目眼橋 (ﾄﾄﾞﾛｷﾉﾒｶﾞﾈﾊﾞｼ) 町道猿渡囲線 Ⅰ B 1 2 2

8 才原橋 (ｻｲﾊﾞﾙﾊｼ) 町道才原花上線 Ⅰ B 1 2 2

8 山出橋 (ﾔﾏｲﾃﾞﾊｼ) 町道川内小川線 Ⅰ B 1 2 2

8 山中めがね橋 (ﾔﾏﾅｶﾒｶﾞﾈﾊﾞｼ) 町道山中下線 Ⅰ B 1 2 2

8 十五田橋 (ｼﾞｭｳｺﾞﾀﾞﾊﾞｼ) 町道仮屋神ノ前線 Ⅰ B 1 2 2

8 宿ノ谷橋 (ｼｭｸﾉﾀﾆﾊﾞｼ) 町道長谷花立線 Ⅰ B 1 2 2

8 昭和橋 (ｼｮｳﾜﾊﾞｼ) 町道尾野尻線 Ⅰ B 1 2 2

8 上杉の鶴橋1 (ｶﾐｽｷﾞﾉﾂﾙﾊｼ) 町道杉の鶴稲生野線 Ⅰ B 1 2 2

8 上菅中橋 (ｶﾐｽｹﾞﾅｶﾊﾞｼ) 町道上菅中線 Ⅰ B 1 2 2

8 上鍛冶床橋 (ｶﾐｶｼﾞﾄﾞｺﾊｼ) 町道鍛冶床線 Ⅰ B 1 2 2

8 上溜渕橋 (ｶﾐﾀﾒﾌﾞﾁﾊｼ) 町道越戸線 Ⅰ B 1 2 2

8 神ノ前橋 (ｶﾐﾉﾏｴﾊｼ) 町道仮屋神ノ前線 Ⅰ B 1 2 2

8 水の宇土1号橋 (ﾐｽﾞﾉｳﾄｲﾁｺﾞｳｷｮｳ) 町道水の宇土線 Ⅰ B 1 2 2

8 水の田尾橋2 (ﾐｽﾞﾉﾀｵﾊﾞｼ) 町道水の田尾上線 Ⅰ B 1 2 2

8 杉木橋 (ｽｷﾞﾊｼ) 町道杉木入佐線 Ⅰ B 1 2 2

8 瀬峰橋2 (ｾﾐﾈﾊｼ) 町道藤木猿渡線 Ⅰ B 1 2 2

8 勢井橋 (ｾﾞｲﾊﾞｼ) 町道藤木猿渡線 Ⅰ B 1 2 2

8 赤木橋 (ｱｶｷﾞﾊｼ) 町道米生滝下線 Ⅰ B 1 2 2

8 草地橋 (ｿｳﾁﾊﾞｼ) 町道高畑柳線 Ⅰ B 1 2 2

8 汰原橋 (ﾀﾊﾗﾊｼ) 町道男成下線 Ⅰ B 1 2 2

8 大藪橋 (ｵｵﾔﾌﾞﾊｼ) 町道大藪線 Ⅰ B 1 2 2

8 第一滝下橋 (ﾀﾞｲｲﾁﾀｷｼﾀﾊﾞｼ) 町道新小譲原線 Ⅰ B 1 2 2

8 第二池ノ久保橋 (ﾀﾞｲﾆｲｹﾉｸﾎﾞﾊｼ) 町道大矢線 Ⅰ B 1 2 2

8 谷下橋 (ﾀﾆｼﾀﾊﾞｼ) 町道藤木猿渡線 Ⅰ B 1 2 2

8 谷山橋 (ﾀﾆﾔﾏﾊﾞｼ) 町道谷山線 Ⅰ B 1 2 2

8 鍛冶床橋 (ｶｼﾞﾄｺﾊﾞｼ) 町道鍛冶床線 Ⅰ B 1 2 2

8 男成橋 (ｵﾄｺﾅﾘﾊﾞｼ) 町道男成稲生原線 Ⅰ B 1 2 2

8 長迫1号橋 (ﾅｶﾞｻｺｲﾁｺﾞｳｷｮｳ) 町道方ケ野白石線 Ⅰ B 1 2 2

8 内大臣川橋 (ﾅｲﾀﾞｲｼﾞﾝｶﾞﾜﾊﾞｼ) 町道鶴が渕線 Ⅰ B 1 2 2

8 梅ノ木橋 (ｳﾒﾉｷﾊｼ) 町道下塩出大迫線 Ⅰ B 1 2 2

8 梅ノ木谷橋 (ｳﾒﾉｷﾀﾆﾊｼ) 町道下塩出二津留線 Ⅰ B 1 2 2

8 白滝橋 (ｼﾗﾀｷﾊﾞｼ) 町道黒川下名連石線 Ⅰ B 1 2 2

8 八谷橋 (ﾔﾀﾆﾊｼ) 町道萱野線 Ⅰ B 1 2 2

8 布勢橋 (ﾌｾﾊｼ) 町道金内白木谷線 Ⅰ B 1 2 2



35 

優先
順位

橋梁名 カナ 路線名 診断区分 対策区分
診断区分
の数値化

対策区分
の数値化

点数

8 布田下橋 (ﾌﾀｼﾀﾊｼ) 町道布田下線 Ⅰ B 1 2 2

8 米の鶴橋 (ｺﾒﾉﾂﾙﾊｼ) 町道安方組崎線 Ⅰ B 1 2 2

8 本山橋 (ﾓﾄﾔﾏﾊﾞｼ) 町道横野木原谷線 Ⅰ B 1 2 2

8 無名橋03 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道柚木中線 Ⅰ B 1 2 2

8 無名橋06 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道名ケ長谷線 Ⅰ B 1 2 2

8 無名橋11 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道野尻下線 Ⅰ B 1 2 2

8 無名橋14 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道杉木後谷線 Ⅰ B 1 2 2

8 木原谷1号橋 (ｷﾊﾗﾀﾞﾆｲﾁｺﾞｳｷｮｳ) 町道木原谷鳥原線 Ⅰ B 1 2 2

8 野尻橋 (ﾉｼﾞﾘﾊｼ) 町道野尻下川井野線 Ⅰ B 1 2 2

8 毘沙門天橋 （ﾋﾞｼｬﾓﾝﾃﾝﾊﾞｼ） 町道上鶴線 Ⅰ B 1 2 2

9 カリソコ橋 (ｶﾘｿｺﾊﾞｼ) 町道四方谷線 Ⅰ A 1 1 1

9 ひきじ橋 (ﾋｷｼﾞﾊｼ) 町道塩原仏原線 Ⅰ A 1 1 1

9 ふれあい橋 (ﾌﾚｱｲﾊﾞｼ) 町道上寺線 Ⅰ A 1 1 1

9 みのり橋 (ﾐﾉﾘﾊｼ) 町道仮屋米生線 Ⅰ A 1 1 1

9 阿蘇橋 (ｱｿﾊﾞｼ) 町道麻山中央線 Ⅰ A 1 1 1

9 伊勢橋 (ｲｾﾊｼ) 町道伊勢柳線 Ⅰ A 1 1 1

9 稲生橋 (ｲﾈｵﾊｼ) 町道小鶴一本木線 Ⅰ A 1 1 1

9 浦川橋 (ｳﾗｶﾜﾊﾞｼ) 町道浦川線 Ⅰ A 1 1 1

9 奥渡瀬橋 (ｵｸﾜﾀﾘﾊｼ) 町道北川内1号線 Ⅰ A 1 1 1

9 下勝負橋 (ｼﾓｼｮｳﾌﾞﾊﾞｼ) 町道向谷線 Ⅰ A 1 1 1

9 下小の迫橋 (ｼﾓｵﾉｻｺﾊﾞｼ) 町道柿鶴支線 Ⅰ A 1 1 1

9 下瀬橋 (ｼﾓｾﾞﾊｼ) 町道仁田尾鶴底線 Ⅰ A 1 1 1

9 下川井野橋 (ｼﾓｶﾞﾜｲﾉﾊｼ) 町道下川井野戸屋野線 Ⅰ A 1 1 1

9 下前鶴橋 (ｼﾓﾏｴﾂﾞﾙﾊﾞｼ) 町道方ヶ野仮屋線 Ⅰ A 1 1 1

9 下前田橋1 (ｼﾓﾏｴﾀﾞﾊﾞｼ) 町道上寺下前田線 Ⅰ A 1 1 1

9 下前田橋2 (ｼﾓﾏｴﾀﾞﾊｼ) 町道白小野線 Ⅰ A 1 1 1

9 下鶴橋1 (ｼﾓﾂﾙﾊｼ) 町道川内小川線 Ⅰ A 1 1 1

9 下鶴橋3 (ｼﾓﾂﾞﾙﾊｼ) 町道村営グラウンド線 Ⅰ A 1 1 1

9 下田橋 (ｼﾓﾀﾞﾊｼ) 町道黒川下名連石線 Ⅰ A 1 1 1

9 下番橋 (ｶﾊﾞﾝﾊｼ) 町道新町線 Ⅰ A 1 1 1

9 河原橋 (ｶﾜﾊﾗﾊｼ) 町道河原線 Ⅰ A 1 1 1

9 河鶴橋 (ｺｳﾂﾙﾊｼ) 町道小峰河鶴線 Ⅰ A 1 1 1

9 花上滝下1号橋 (ﾊﾅｶﾞﾐﾀｷｼﾀ1ｺﾞｳｷｮｳ) 町道今滝下花上滝下線 Ⅰ A 1 1 1

9 汗見2号橋 (ｱｾﾐﾆｺﾞｳｷｮｳ) 町道木原谷汗見線 Ⅰ A 1 1 1

9 岩下橋2 (ｲﾜｼﾀﾊﾞｼ) 町道大野3号線 Ⅰ A 1 1 1

9 岩下橋3 (ｲﾜｼﾀﾊｼ) 町道宿ノ谷春山線 Ⅰ A 1 1 1

9 岩尾野2号橋 (ｲﾜｵﾉ2ｺﾞｳｷｮｳ) 町道岩尾野鏡山線 Ⅰ A 1 1 1

9 久留見尾橋 (ｸﾙﾐｵﾊｼ) 町道久留見尾鍛冶床線 Ⅰ A 1 1 1

9 宮ノ下橋 (ﾐﾔﾉｼﾀﾊｼ) 町道二瀬本高辻線 Ⅰ A 1 1 1

9 境の谷橋1 (ｻｶｲﾉﾀﾆﾊｼ) 町道木鷺野2号線 Ⅰ A 1 1 1
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9 玉目橋 (ﾀﾏﾒﾊｼ) 町道玉目岩下線 Ⅰ A 1 1 1

9 金内管理橋 (ｶﾈｳﾁｶﾝﾘｷｮｳ) 町道金内菅原神社裏通線 Ⅰ A 1 1 1

9 栗藤橋 (ｸﾘﾌｼﾞﾊｼ) 町道須の子赤木線 Ⅰ A 1 1 1

9 権現橋 (ｺﾞﾝｹﾞﾝﾊｼ) 町道滝下赤木舞岳線 Ⅰ A 1 1 1

9 古閑橋 (ｺｶﾞﾊﾞｼ) 町道古閑線 Ⅰ A 1 1 1

9 古米橋 (ｺｺﾞﾒﾊｼ) 町道長谷埋立線 Ⅰ A 1 1 1

9 五ツ谷2号橋 (ｲﾂﾂﾀﾞﾆﾆｺﾞｳｷｮｳ) 町道北川内1号線 Ⅰ A 1 1 1

9 五ツ谷橋 (ｲﾂﾂﾀﾞﾆﾊﾞｼ) 町道五ツ谷線 Ⅰ A 1 1 1

9 五反切橋 (ｺﾞﾀﾀﾞｷﾘﾊﾞｼ) 町道萱野東線 Ⅰ A 1 1 1

9 御迎橋 (ｵﾑｶｴﾊｼ) 町道稲生野御迎線 Ⅰ A 1 1 1

9 向江橋 (ﾑｶｴﾊﾞｼ) 町道一の瀬水溜線 Ⅰ A 1 1 1

9 向坂橋 (ﾑｶｲｻﾞｶﾊｼ) 町道上川井野貫原線 Ⅰ A 1 1 1

9 荒谷橋 (ｱﾗﾀﾆﾊｼ) 町道滝下内の口線 Ⅰ A 1 1 1

9 高塚橋 (ﾀｶﾂｶﾊｼ) 町道高塚線 Ⅰ A 1 1 1

9 轟橋 (ﾄﾄﾞﾛｷﾊｼ) 町道城山線 Ⅰ A 1 1 1

9 細迫橋 (ｾﾊﾞｻﾞｺﾊｼ) 町道稲生一本木線 Ⅰ A 1 1 1

9 山中1号橋 (ﾔﾏﾅｶ1ｺﾞｳｷｮｳ) 町道山中市原線 Ⅰ A 1 1 1

9 山中2号橋 (ﾔﾏﾅｶ2ｺﾞｳｷｮｳ) 町道山中市原線 Ⅰ A 1 1 1

9 山中橋 (ﾔﾏﾅｶﾊｼ) 町道北中島山中1号線 Ⅰ A 1 1 1

9 山中大橋 (ﾔﾏﾅｶｵｵﾊｼ) 町道長谷下鶴線 Ⅰ A 1 1 1

9 四方谷橋 (ﾖﾓﾉﾀﾆﾊﾞｼ) 町道四方谷線 Ⅰ A 1 1 1

9 四方谷川橋 (ﾖﾓﾝﾀﾆｶﾜﾊｼ) 町道北川内今村線 Ⅰ A 1 1 1

9 寺川橋 (ﾃﾗｶﾜﾊﾞｼ) 町道寺川芦屋田線 Ⅰ A 1 1 1

9 鹿追谷橋 (ｼｶｵｲﾀﾆﾊｼ) 町道丸山1号線 Ⅰ A 1 1 1

9 七ツ谷橋 (ﾅﾅﾂﾀﾆﾊﾞｼ) 町道七ツ谷線 Ⅰ A 1 1 1

9 若宮橋 (ﾜｶﾐﾔﾊｼ) 町道柿原川内線 Ⅰ A 1 1 1

9 勝負橋 (ｼｮｳﾌﾞﾊｼ) 町道田代勝負線 Ⅰ A 1 1 1

9 小星橋 (ｺﾎﾞｼﾊﾞｼ) 町道小星線 Ⅰ A 1 1 1

9 小川橋 (ｵｶﾞﾜﾊﾞｼ) 町道川内小川線 Ⅰ A 1 1 1

9 小柏原橋 (ｵｶﾞｼﾜﾗﾊﾞｼ) 町道木鷺野小柏原線 Ⅰ A 1 1 1

9 小幡橋 (ｵﾊﾞﾀﾊｼ) 町道陣ノ尾小幡線 Ⅰ A 1 1 1

9 上小の迫橋 (ｶﾐｵﾉｻｺﾊｼ) 町道冷水後迫線 Ⅰ A 1 1 1

9 上菅下橋 (ｶﾐｽｹﾞｼﾀﾊﾞｼ) 町道上菅線 Ⅰ A 1 1 1

9 上鶴1号橋 (ｶﾐﾂﾞﾙ1ｺﾞｳｷｮｳ) 町道上鶴線 Ⅰ A 1 1 1

9 新開橋 (ｼﾝｶｲﾊｼ) 町道水の田尾栃の木線 Ⅰ A 1 1 1

9 新尾野尻橋 (ｼﾝｵﾉｼﾞﾘﾊｼ) 町道米生滝下線 Ⅰ A 1 1 1

9 杉の鶴橋 (ｽｷﾞﾉﾂﾙﾊﾞｼ) 町道杉の鶴線 Ⅰ A 1 1 1

9 杉木南橋 (ｽｷﾞﾐﾅﾐﾊﾞｼ) 町道杉木南線 Ⅰ A 1 1 1

9 瀬貝橋 (ｾｶﾞｲﾊｼ) 町道瀬貝線 Ⅰ A 1 1 1

9 瀬峰橋1 (ｾﾐﾈﾊｼ) 町道瀬峰橋線 Ⅰ A 1 1 1
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優先
順位

橋梁名 カナ 路線名 診断区分 対策区分
診断区分
の数値化

対策区分
の数値化

点数

9 青葉瀬橋 (ｱｵﾊﾞﾉｾﾊｼ) 町道小峰目射線 Ⅰ A 1 1 1

9 石堂橋 (ｲｼﾄﾞｳﾊﾞｼ) 町道下の迫石堂線 Ⅰ A 1 1 1

9 川島橋 (ｶﾜｼﾏﾊｼ) 町道川島東線 Ⅰ A 1 1 1

9 川内橋 (ｶﾜﾁﾊｼ) 町道柿原川内線 Ⅰ A 1 1 1

9 浅藪橋 (ｱｻﾔﾌﾞﾊｼ) 町道山田上線 Ⅰ A 1 1 1

9 早栗毛橋 (ﾜｽｹﾞﾊｼ) 町道早栗毛山田線 Ⅰ A 1 1 1

9 大野1号橋 (ｵｵﾉｲﾁｺﾞｳｷｮｳ) 町道大野1号線 Ⅰ A 1 1 1

9 第三千滝橋 (ﾀﾞｲｻﾝｾﾝﾀﾞｷﾊﾞｼ) 町道千滝鮎の瀬線 Ⅰ A 1 1 1

9 第三池ノ久保橋 (ﾀﾞｲｻﾝｲｹﾉｸﾎﾞﾊｼ) 町道大矢線 Ⅰ A 1 1 1

9 第二千滝橋 (ﾀﾞｲﾆｾﾝﾀﾞｷﾊﾞｼ) 町道千滝鮎の瀬線 Ⅰ A 1 1 1

9 第二滝下橋 (ﾀﾞｲﾆﾀｷｼﾀﾊﾞｼ) 町道新小譲原線 Ⅰ A 1 1 1

9 第二樋ノ口橋 (ﾀﾞｲﾆﾋﾉｸﾁﾊﾞｼ) 町道樋ノ口線 Ⅰ A 1 1 1

9 滝下橋 (ﾀｷｼﾀﾊｼ) 町道今滝下土戸滝下線 Ⅰ A 1 1 1

9 滝下大橋 (ﾀｷｼﾀｵｵﾊｼ) 町道滝下内の口線 Ⅰ A 1 1 1

9 沢津3号橋 (ｻﾜﾂﾞ3ｺﾞｳｷｮｳ) 町道米生滝下線 Ⅰ A 1 1 1

9 竹の脇橋 (ﾀｹﾉﾜｷﾊｼ) 町道杉木呼原線 Ⅰ A 1 1 1

9 中川橋 (ﾅｶｶﾞﾜﾊﾞｼ) 町道中川線 Ⅰ A 1 1 1

9 中川内橋 (ﾅｶｺｳﾁﾊｼ) 町道柿原川内線 Ⅰ A 1 1 1

9 中尾橋 (ﾅｶｵﾊｼ) 町道二瀬本伊野線 Ⅰ A 1 1 1

9 鶴底橋 (ﾂﾙｿｺﾊｼ) 町道大川大矢線 Ⅰ A 1 1 1

9 天神橋2 (ﾃﾝｼﾞﾝﾊｼ) 町道天神橋線 Ⅰ A 1 1 1

9 湯鶴葉橋 (ﾕﾂﾞﾙﾊﾊｼ) 町道湯鶴葉線 Ⅰ A 1 1 1

9 堂薗橋 (ﾄﾞｳｿﾞﾉﾊｼ) 町道入佐堂薗線 Ⅰ A 1 1 1

9 道長橋 (ﾐﾁﾅｶﾞﾊｼ) 町道道長線 Ⅰ A 1 1 1

9 栃原橋 (ﾄﾁﾊﾗﾊﾞｼ) 町道栃原猪尾線 Ⅰ A 1 1 1

9 二瀬本橋 (ﾆｾﾓﾄﾊﾞｼ) 町道二瀬本長谷線 Ⅰ A 1 1 1

9 日松橋 (ﾆｯｼｮｳﾊﾞｼ) 町道日南田松尾線 Ⅰ A 1 1 1

9 日渡橋 (ﾋﾜﾀﾘﾊﾞｼ) 町道上寺梅ノ木線 Ⅰ A 1 1 1

9 日名田橋 (ﾋﾅﾀﾊﾞｼ) 町道上川井野日名田線 Ⅰ A 1 1 1

9 入佐4号橋 (ｲﾘｻﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ) 町道入佐中4号線 Ⅰ A 1 1 1

9 梅木橋 (ｳﾒｷﾊｼ) 町道大石尾梅木線 Ⅰ A 1 1 1

9 柏橋 (ｶｼﾜﾊﾞｼ) 町道花寺線 Ⅰ A 1 1 1

9 白石谷1号橋 (ｼﾗｲｼﾀﾆｲﾁｺﾞｳｷｮｳ) 町道下番仮屋線 Ⅰ A 1 1 1

9 白藤橋 (ｼﾗﾌｼﾞﾊｼ) 町道千滝鮎の瀬線 Ⅰ A 1 1 1

9 板井後橋 (ｲﾀｲｺﾞﾊｼ) 町道小峰目射線 Ⅰ A 1 1 1

9 尾洩橋 (ｵﾋﾞｷﾊｼ) 町道大迫米山線 Ⅰ A 1 1 1

9 尾村橋 (ｵﾑﾗﾊｼ) 町道木明寺線 Ⅰ A 1 1 1

9 尾野尻下橋 (ｵﾉｼﾞﾘｼﾓﾊｼ) 町道尾野尻立道線 Ⅰ A 1 1 1

9 布田橋 (ﾌﾀﾊｼ) 町道峰布田神社線 Ⅰ A 1 1 1

9 布田新橋 (ﾌﾀｼﾝﾊﾞｼ) 町道浜町下名連石線 Ⅰ A 1 1 1
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優先
順位

橋梁名 カナ 路線名 診断区分 対策区分
診断区分
の数値化

対策区分
の数値化

点数

9 福瀬橋 (ﾌｸｾﾊﾞｼ) 町道瀬戸福良線 Ⅰ A 1 1 1

9 仏原橋 (ﾎﾄｹﾊﾞﾙﾊｼ) 町道上仏原高月線 Ⅰ A 1 1 1

9 平橋 (ﾀｲﾗﾊｼ) 町道平小柏原線 Ⅰ A 1 1 1

9 平尾岳橋 (ﾋﾗｵﾀｹﾊｼ) 町道岩尾野鏡山線 Ⅰ A 1 1 1

9 峰橋 (ﾐﾈﾊｼ) 町道峰線 Ⅰ A 1 1 1

9 方ケ野橋 (ﾎｳｶﾞﾉﾊｼ) 町道方ケ野白石線 Ⅰ A 1 1 1

9 北川内橋1 (ｷﾀｶﾜｳﾁﾊｼ) 町道北川内4号線 Ⅰ A 1 1 1

9 北川内2号橋 (ｷﾀｶﾜｳﾁﾆｺﾞｳﾊｼ) 町道北川内1号線 Ⅰ A 1 1 1

9 牧野橋 (ﾏｷﾉﾊｼ) 町道長成牧野線 Ⅰ A 1 1 1

9 無名橋01 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道入佐城平線 Ⅰ A 1 1 1

9 無名橋04 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道大野城平線 Ⅰ A 1 1 1

9 無名橋07 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道名ケ長谷線 Ⅰ A 1 1 1

9 無名橋08 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道稲生野窪白線 Ⅰ A 1 1 1

9 無名橋09 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道峰栃の木線 Ⅰ A 1 1 1

9 無名橋12 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道野尻中線 Ⅰ A 1 1 1

9 無名橋13 (ﾑﾒｲｷｮｳ) 町道浜町下名連石線 Ⅰ A 1 1 1

9 木原谷2号橋 (ｷﾊﾗﾀﾞﾆﾆｺﾞｳｷｮｳ) 町道木原谷鳥原線 Ⅰ A 1 1 1

9 木鷺野橋 (ｷｻｷﾞﾉﾊｼ) 町道木鷺野支線 Ⅰ A 1 1 1

9 木明寺1号橋 (ｷﾐｮｳｼﾞｲﾁｺﾞｳｷｮｳ) 町道木明寺線 Ⅰ A 1 1 1

9 目細橋 (ﾒﾎﾞｿﾊｼ) 町道稲生一本木線 Ⅰ A 1 1 1

9 野原橋 (ﾉﾊﾗﾊｼ) 町道旅草野原線 Ⅰ A 1 1 1

9 柳橋 (ﾔﾅｷﾞﾊﾞｼ) 町道長谷埋立線 Ⅰ A 1 1 1

9 立石橋 (ﾀﾃｲｼﾊｼ) 町道萱野線 Ⅰ A 1 1 1

9 冷水橋 (ﾋﾔﾐｽﾞﾊﾞｼ) 町道冷水後迫線 Ⅰ A 1 1 1

9 論地橋 (ﾛﾝｼﾞﾊｼ) 町道下山論地線 Ⅰ A 1 1 1

9 竜宮橋 （ﾘｭｳｳｸﾞｳﾊｼ） 町道瀬戸福良線 Ⅰ A 1 1 1

9 新仁田尾大橋 （ｼﾝﾆﾀｵｵｵﾊｼ） 町道大川大矢線 新設橋梁のため点検未実施
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2.8 新技術等の活用                               

新技術等を活用することにより、コスト縮減を図る。 

1) 点検 

橋梁点検において、山都町内約３４５橋のうち長大橋（２００ｍ以上）１橋、吊り橋２橋を対象

として、令和７年度から令和１２年度までに新技術等を活用し、約８百万円のコスト縮減を目指

します。 

2) 補修 

橋梁補修において、新技術等と従来技術との比較検討を行い、橋梁点検結果のⅡ、Ⅲの橋梁を対

象として、令和７年度から令和１２年度までに約１割程度の橋梁に新技術等を活用し、約１百万

円のコスト縮減を目指します。 

 

2.9 集約化・撤去                               

迂回路が存在するなど集約化が可能な橋梁については、令和７年度から令和１２年度までに１橋

程度の集約化・撤去を検討し、約０．５百万円のコスト縮減を目指します。 

 

2.10 長寿命化年次計画                               

「要求性能」、「耐久・耐荷性能」の項目評価によるトリアージにより、年次計画を策定しました。 



 

第 3 章 おわりに
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3.1 長寿命化修繕計画の更新について                         

本計画では「橋の要求性能」と 5 年に 1回行われる「定期点検結果」を基に、計画を策定しました。 

橋の要求性能は、道路改築や改良、廃線による路線の統廃合により町の道路ネットワークが変化する

ことで変わるため、橋の要求性能について更新を行います。 

また、定期点検後に橋の健全性が変化した場合は、その都度、健全性の診断区分と対策判定区分を更

新します。 


